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こんにちは。今年は、9月上旬まで夏のような年でしたね。これは日本だけではなく、世界的に見ても過去の平均気温が
観測を開始してからは最高の気温だったそうです。地球の歴史から見ると、今の時代よりもっと熱帯の時代や逆に氷河期な
どもあったので、今後地球がどうなっていくのかは簡単にはわかりませんが、季節なども少しずつ変わっていくのかなとふ
と思いました。10月からはようやく秋らしい陽気の日も出てきて、行楽や、おいしい食べ物など楽しい季節ですね。ふくら
でもお月見やハロウィンなど季節を取り入れたイベント活動を準備しておりますのでお楽しみに♪
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ふくら通信

【愛の反対とは・・・】
愛とは、人と人との絆を強く結びつける力です。その反対はなんでしょう。
悪口は人を嫌いにさせる力を最大限に発揮します。人はマイナスの言葉に一番引っ張られてしまうという性質を
持っているからです。それを利用し心を操ることは、いとも簡単なことです。ですから言葉には責任が伴います。
悪口は人の心にヘドロを流す行為です。人と人との間に不信感や不安を抱かせ、分離させるだけでなく憎しみま
でも生み出します。
もし皆さんのそばにいる人がどんなに良い人に見えたとしても「不安にさせたり人を嫌いになってしまう」言葉
を発するようでしたら、実は愛の反対の人かもしれません。人はどんな人と付き合うかで人生が変わると言われ
ています。一番大切なことは、心の目で物事を見ることです。「言っていること」ではなく「やっている」こと
がその人の真実の姿ではないでしょうか。皆さんのそばにいる方が愛の人であることを願っています。

【誹謗中傷の悲しみ】
残念なことですが、昨年からいわれのない誹謗中傷が耳に入るようになりました。まったく真実とはかけ離れた
内容の数々に、言われたことよりも、それらの嘘を聴いた親御さんはどれほど不安になられたことだろうかと胸
を痛めました。障がい児の親御さんはわが子を理解し愛してくれる場所をいつも求めていらっしゃいます。その
お気持ちに寄り添いたいと願って今があります。親御さんの希望や信頼を打ち砕き、子供たちの居場所を失うよ
うな悲しい言葉にどうぞ惑わされることのないようにと祈るような気持ちでおります。もし、そのようなことを
見聞きすることがありましたら、心を痛める前にどうぞ、ひとつひとつの事象を私どもに確かめてください。も
し私たちに間違いがあれば改める心つもりはいつも持っておりますが、違うことは違うときちんと説明をさせて
いただきますのでご安心ください。いつでも構いません。どうぞ遠慮なくおっしゃってくださいね。

【栃木県大田原市に重心児デイサービス「ふくら虹」開設】
茨城県に隣接します栃木県大田原市にて、医療ケア児の通うデイサービスがないということをお聞きし、小さな
事業所ではありますが11月から重症児デイサービスを開設することになりました。心無い誹謗中傷があり辛い中
でしたが、職員たちと「こんな時だからこそ社会貢献の手を緩めない」と心を奮い立たせて進めました。ひとつ
の事業を開設するのには、一筋縄ではいくことがなく苦労もしますが、どんなお子さんがここに来て過ごすのだ
ろうかと想像しながらの準備はやはり嬉しさも伴います。まだお会いしていない重症児たちと心の交流が出来る
ことを新しい職員たちと共に心待ちにしています。

【「子どもたちを心から愛する」職員】
法人内の職員は９０人を超えました。職員だけでなく健全な運営をするための外部顧問もおりますし、医療アド
バイザーとしてふくらの医療安全に貢献してくださっている淑徳大学の谷口由紀子先生もいらっしゃいます。職
員の採用の条件は「子供たちを心から愛する」ことを第一に努力してくれる人です。他人から愛され信頼された
という経験が子供たちの生きる力になると確信しているからです。ふくらは完璧ではありませんし、時にはつま
づきながらですがそれでも寄り添い愛することを貫くことは、どこにも負けないつもりです。この理念に賛同し
てくれた職員で今のふくらは成り立っておりますので、どうぞご安心ください。
【『美・善・愛』の心であらゆる人々の人生を理解し幸福をふくらませ世の中を良くしていきます。】がふくら

の理念です。目に見えない心こそ、大切にしています。間違った考えで始まっても終わってもいけない事業だと
思っております。



11月1日新規開所「ふくら虹」について

今回のふくら通信では、2023年11月1日栃木県大田原市に新規開所予定の「重症児デイ
サービスふくら虹」についてお知らせいたします。
「ふくら虹」は、大田原市の市街地からもほど近いですが、事業所の敷地内には、きれい

な水が流れる小川へ下りていける階段があります。せせらぎの音や自然や季節を感じられる
ほっと安らげる別荘のような空間の事業所です。
既存の茨城県事業所で管理者をしていたスタッフを筆頭に、オープンスタッフの正社員・

パート含め9名のスタッフで療育を開始する予定です！オープンスタッフの中にも重症児の
経験のあるスタッフも複数名在籍しております。今後も弊社教育担当や外部の看護アドバイ
ザーや講師の方の医療的な研修なども行いながら、「ふくらに来てよかった」「ふくらでし
か味わえない時間」療育を目指してスタッフ一同精進してまいります。そして安心・安全に
療育を行うことはもちろんのことですが、弊社が一番大切にしております、「美・善・愛」
の心であらゆる人々の人生を理解し幸福をふくらませ世の中をよくしていきます。の企業理
念を第一におき、重度なお子様や医療的ケアが必要な方が様々な経験や療育を通して生まれ
てきた喜びを感じていただきたい、またご家族にも寄り添った療育を通してこれまでの茨城
県はもちろん、新に栃木県にお住いの方のお役に立ててればと思います。
お近くにいらっしゃる機会がございましたら、ぜひお立ち寄りください♪

敷地内にある小川のほとりには大きなクルミの木があります♪クルミの殻で作できるかな？など今からワクワクで新規開所に向けて日々準備中です★
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